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議
会
定
例
会
３
月
会
議
が
終
了
し
、

２
０
１
５
年
度
予
算
（
一
般
会
計
55

億
２
，
２
０
０
万
円
・
特
別
会
計
合
計

41
億
９
，
２
９
０
万
円
）
が
成
立
し

ま
し
た
。

「
諮
問
１
件
、
議
案
28
件
、
発
議
案

２
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決

し
ま
し
た
。�

（
３
月
10
日
～
13
日
）」

一
般
質
問
（
概
要
）

１　

村
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

○
施
政
方
針
で
は
、住
民
と
の
信
頼
関
係
を
図
る
と
謳
っ
て
い
る
が
、

信
頼
関
係
の
基
と
な
る
職
員
の
住
民
に
対
す
る
接
客
マ
ナ
ー
（
あ

い
さ
つ
運
動
）
な
ど
の
指
導
成
果
に
つ
い
て
村
長
の
認
識
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、村
長
は
、職
員
が
交
代
で
玄
関
に
立
ち
、窓
口
案
内
を
兼

ね
、挨
拶
の
励
行
を
図
っ
て
お
り
、
成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、私
か
ら
悪
い

一
例
を
指
摘
し
、
徹
底
し
た
職
員
の
接
遇
教
育
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、民
間
の
協
力
を
得
な
が
ら
職
員
教
育
を
実
施
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

＊
接
遇
教
育
で
は
、
職
員
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
職
員
と
住
民
に
扮
し
て
役

割
演
技
を
し
た
り
、
ビ
デ
オ
に
録
画
し
た
姿
を
見
て
お
互
い
に
批
評
し

あ
っ
た
り
と
い
う
方
法
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。
特
に
立
ち
振
る
舞
い
は
、

頭
で
解
っ
て
い
て
も
行
動
に
示
し
難
い
（
照
れ
や
気
恥
ず
か
し
さ
か
ら
、

動
作
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
）
た
め
、
企
業
な
み
の
新
人

研
修
な
ど
で
合
宿
で
行
う
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
反
復
を
伴
う
訓
練
で
も
あ
る
の
で
、
定
期
的
に
研
修
会
・
反

省
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
定
期
的
・
集
中
的
に
問
題
点
を
改
善
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

改
善
に
向
け
早
期
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
職
員
の
ひ
き
逃
げ
事
故
や
そ
の
懲
罰
に
関
し
、
村
長
の
住
民
へ
の
説

明
責
任
と
、
こ
の
事
件
に
よ
る
当
該
職
員
へ
の
行
政
の
対
応
が
、
住

民
に
不
信
感
を
募
っ
て
い
る
こ
と
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
19
日
に
、
長
生
村
交
通
事
故
等
に
係
る
職
員
の
懲
戒

処
分
等
に
関
す
る
取
扱
い
要
綱
・
道
路
交
通
法
の
救
護
等
の
措
置
義
務

違
反
・
地
方
公
務
員
法
の
公
務
員
と
し
て
の
信
用
失
墜
行
為
で
あ
る
と

い
う
理
由
か
ら
懲
戒
免
職
処
分
と
し
た
。
こ
の
件
は
、
マ
ス
コ
ミ
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
当
該
職
員
か
ら
千
葉
県
市
町

村
公
平
委
員
会
に
対
し
処
分
の
審
査
請
求
が
出
さ
れ
、
平
成
26
年
10
月

28
日
に
懲
戒
免
職
を
停
職
３
ヶ
月
に
修
正
す
る
委
員
会
採
決
が
出
さ
れ

た
。
村＊
は
、
採
決
の
再
審
査
を
請
求
す
べ
き
要
件
が
新
た
に
見
い
だ
せ

ず
、
公
平
委
員
会
の
採
決
を
受
け
入
れ
当
該
職
員
を
職
場
に
復
帰
さ
せ

た
。
村
長
は
、
こ
の
職
員
の
こ
れ
ま
で
の
処
遇
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
と
答
弁
し
た
。

　

当
初
、
捜
査
継
続
中
で
あ
り
、
起
訴
か
不
起
訴
か
立
件
さ
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
懲
戒
免
職
処
分
の
決
定
は
い
た
っ
て
早
計
で
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

＊
再
審
の
請
求
要
件
と
は

第
十
九
条　

当
事
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
公
平
委
員
会
に
対
し
再
審
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

判
定
の
基
礎
と
な
っ
た
証
拠
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
場
合

二　

事
案
の
審
査
の
際
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
新
た
な
、
か
つ
重
大
な
証

拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合

三　

判
定
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
、
判
断
の
遺
漏

が
認
め
ら
れ
た
場
合



	 第 62 号（2）	 山口ひろゆき活動レポート	 2015 年 4月 8日　発　行

３月会議に上程された案件
案　　件 内　　　　　　　　　容
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案第２号 高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定
議案第３号 障がい者計画・第４期障がい福祉計画の策定
議案第４号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正
議案第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第６号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第７号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第８号 手数料徴収条例の一部を改正する条例制定
議案第９号 指定介護予防支援等、事業の人員や運営に関する基準等を定める条例制定
議案第10号 包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例制定
議案第11号 介護保険事業の一部を改正する条例制定
議案第12号 尼ヶ台総合公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第13号 空き地等の環境保全に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第14号 保育の実施に関する条例を廃止する条例制定
議案第15号 いじめ防止対策推進条例の制定
議案第16号 工事請負計画の変更（築山公園・城之内地先）
議案第17号 工事請負計画の変更（築山公園・竜宮台地先）
議案第18号 工事請負計画の変更（管渠建設工事）
議案第19号 長生郡市広域市町村圏組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議
議案第20号 2014年度一般会計補正予算（地方創生総合戦略策定事業・商工会活動支援事業）等
議案第21号 2014年度国民健康保険特別会計補正予算
議案第22号 2014年度公共下水道事業特別会計補正予算
議案第23号 2014年度介護保険特別会計補正予算
議案第24号 2014年度後期高齢者医療特別会計補正予算
議案第25号 2015年度一般会計予算（３小学校エアコン設置事業・自転車通行帯整備事業）等
議案第26号 2015年度国民健康保険特別会計予算
議案第27号 2015年度公共下水道事業特別会計予算
議案第28号 2015年度介護保険特別会計予算
議案第29号 2015年度後期高齢者医療特別会計予算
発議案第１号 議会委員会条例の一部を改正する条例制定
発議案第２号 議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

２　

旧
長
生
技
術
専
門
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

○
村
長
公
約
で
あ
る
旧
長
生
技
術
専
門
校
跡
地
利
用
の
病
院
誘
致
活
動

に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
病
院
誘
致
は
、
こ
れ
ま
で
３
団
体
と
交

渉
し
て
き
た
が
、
村
へ
の
莫
大
な
補
助
金
要
望
な
ど
も
あ
り
、
今

も
誘
致
に
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

そ
こ
で
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
場
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
公
園
な
ど
の
住
民
か
ら
の
要
望
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
病
院
誘
致

は
進
め
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
が
使
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

３　

Ｈ
・
Ｓ
・
Ｕ
（
ハ
ッ
ピ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

○
私
塾
と
し
て
開
校
す
る
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｕ
は
、
村
と
し
て
も
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
は
必
然
と
な
る
の
で
。
今
後
、
村
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

問
う
た
と
こ
ろ
。
交
渉
は
考
え
て
い
な
い
が
、
宗
教
法
人
幸
福
の

科
学
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
で
き
る
限
り
住
民
へ
情
報
を
公
開
す
る
。

　
　

ま
た
、
塾
生
、
講
師
、
職
員
等
が
在
住
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
収
益
事
業
に
対
す
る
税
務
調
査
を
し
、
法
人
税
を
前
提
と
し
た

住
民
税
、
あ
る
い
は
事
業
税
も
課
税
に
対
し
て
は
、
当
然
法
人
税

等
の
徴
収
も
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

＊
学
生
募
集
要
項

・「
人
間
幸
福
学
部
」
90
人
・「
経
営
性
工
学
部
」
80
人

・「
未
来
産
業
学
部
」
70
人
、
１
学
年
合
計
２
４
０
人
募
集

＊
募
集
対
象
者　

18
歳
以
上
の
三
帰
信
者
「
仏
教
を
真
似
て
（
仏
・
法
・

僧
）
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
で
信
者
と
な
っ
た
も
の
」

　

応
募
者
２
６
０
人
全
員
を
入
学
さ
せ
る
そ
う
で
す
。
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議会定例会３月会議議案審議結果

氏　　名

諮
問
第
1
号

議
案
第
2
号

議
案
第
3
号

議
案
第
4
号

議
案
第
5
号

議
案
第
6
号

議
案
第
7
号

議
案
第
8
号

議
案
第
9
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

発
議
案
第
1
号

発
議
案
第
2
号

立川　智浩 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　　博 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

井下田政美 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石川　吉一 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

増子　勇男 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉　一雅 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

矢部　眞男 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

門口　　昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小倉　利一 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

阿井　市郎 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口　裕之 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片岡　啓冶 ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　征男 ◯ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

関　　克也 ◯ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

中村　秀美 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東間永次氏は議長のため賛否に参加しません

　

映
画
の
製
作
者
で
あ
る
河
合
弘

之
監
督
は
、
凄
腕
の
経
済
弁
護
士
。

弁
護
し
た
中
に
は
い
わ
ゆ
る
悪
党

も
い
る
し
、
そ
の
報
酬
た
る
や
想

像
を
絶
す
る
。

監督の河合氏とツーショット

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　

そ
ん
な
彼
が
、
金
だ
け
で
は
満

た
さ
れ
ぬ
己
の
人
生
の
心
の
隙
間

を
埋
め
る
た
め
、
こ
の
国
最
大
の

巨
悪
に
余
生
を
か
け
て
挑
ん
だ
最

後
の
戦
い
が
、
脱
原
発
関
連
訴
訟

だ
。

　

脱
原
発
弁
護
団
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
大
飯
原
発
差
し
止
め
や
浜

岡
原
発
差
止
訴
訟
、
東
電
の
歴

代
取
締
役
た
ち
に
損
害
賠
償
額

５
兆
５
，
０
４
５
億
円
（
お
そ
ら

く
世
界
最
高
額
）
も
の
株
主
代
表

訴
訟
を
仕
掛
け
た
。
製
作
費
も
自

ら
準
備
し
、
御
用
学
者
と
名
指
し

で
実
名
を
あ
げ
、
企
業
名
も
隠
さ

な
い
。
彼
が
戦
い
の
当
事
者
だ
か

ら
で
き
あ
が
っ
た
作
品
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

推
進
派
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
見
て

ほ
し
い
作
品
で
す
。

「
日
本
と
原
発
」

　

現
地
で
の
情
報
収
集
や
報
道
資
料
等
を
基
に
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

人
々
の
苦
し
み
、
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
背
景
、
改
善
さ
れ
な
い

規
制
基
準
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
ウ
ソ
と
真
実
を
追
求
し
た
原
発
問
題

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
語
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
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4
月
18
日（
土
）13
時
〜

編
集
後
記

　

三
月
は
別
れ
の
月
で
す
。
卒

業
式
を
終
え
た
小
・
中
学
生
は
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、

期
待
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
ひ

と
時
の
休
息
を
過
ご
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
さ
よ
う
な
ら
」
は
「
左
様

な
ら
ば
」
が
略
さ
れ
て
挨
拶
と

な
っ
た
言
葉
で
す
。「
左
様
な

ら
ば
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る

な
ら
ば
。
ほ
ん
と
う
は
別
れ
た

く
な
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も

そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
な
ら
ば
」

　

昭
和
初
期
、
著
名
な
飛
行
家

で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド

バ
ー
グ
夫
妻
が
来
日
の
際
、
妻

の
ア
ン
・
モ
ロ
ー
は
、
日
本
語

の
別
れ
の
挨
拶
で
あ
る
「
さ
よ

う
な
ら
」
の
語
源
を
知
り
、「
こ

れ
ま
で
耳
に
し
た
別
れ
の
言
葉

の
う
ち
で
、
こ
の
よ
う
に
美
し

い
言
葉
を
私
は
知
ら
な
い
」
と

後
の
著
書
に
つ
ず
っ
て
い
ま

す
。

　

言
葉
の
語
源
や
由
来
を
学
ぶ

こ
と
は
、
日
本
文
化
を
知
り
、

日
本
語
を
大
切
に
扱
う
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

�

Ｈ
・
О

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
「
３
月
14
日
、
大
網
白
里
市
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
に
藻
谷 

浩
介
（
も

た
に 

こ
う
す
け
）
氏
が
招
か
れ
講
演
を
行
い
ま
し
た
」

　

里
山
資
本
主
義
と
は
、
物
が
あ

ふ
れ
豊
か
な
暮
ら
し
が
得
ら
れ
、

ふ
と
足
元
を
見
た
ら
い
つ
の
間
に

か
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
・
少
子
化

に
よ
る
人
口
減
少
問
題
・
向
か
え

る
超
高
齢
化
社
会
の
重
大
な
問
題

に
気
づ
き
「
マ
ネ
ー
資
本
主
義
」

の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、
お

金
に
依
存
し
な
い
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

を
再
構
築
し
よ
う
と
の
考
え
方
か

ら
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

中
国
・
千
葉
市
・
大
網
白

里
市
の
人
口
減
少
・
超
高
齢

化
問
題
を
取
り
上
げ
、ま
た
、

長
野
県
下
条
村
な
ど
の
取
り

組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、

建
築
材
は
板
の
加
工
次
第
で

強
度
が
増
し
、
木
造
高
層
建

築
が
可
能
と
な
り
、
岩
手
県

住
田
町
は
、
地
元
の
木
材
を

使
用
し
て
庁
舎
を
作
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
製
材
す
る
際
に

出
る
木
屑
を
固
め
て
燃
料

（
ペ
レ
ッ
ト
）
に
す
れ
ば
灯
油
と

同
じ
コ
ス
ト
で
、
同
じ
熱
量
が
得

ら
れ
る
な
ど
、
身
近
に
あ
る
も
の

か
ら
水
・
食
料
・
燃
料
を
ま
か
な

い
、
自
然
の
循
環
の
中
で
生
き
、

少
し
視
点
や
価
値
観
を
変
え
る
こ

と
で
、
驚
く
ほ
ど
豊
か
な
生
き
方

が
得
ら
れ
る
な
ど
。
目
か
ら
ウ
ロ

コ
と
な
る
話
ば
か
り
で
し
た
。

長生村にも来ていただきたいと思います

「
里
山
資
本
主
義
」
に
学
ぶ

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
介
護

す
る
側
が
認
知
症
と
心
身
穏
や
か

に
、
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
ポ
プ
ラ
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
鈴
木
秋
彦
氏
を

講
師
に
招
き
「
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
で
す

か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
」
と
は
「
正
常
に
発

達
し
た
知
能
が
脳
の
後
天
的
な
障

害
に
よ
っ
て
正
常
な
レ
ベ
ル
以
下

に
低
下
し
た
状
態
」の
事
を
言
い
、

医
学
的
に
は「
知
能
」の
他
に「
記

憶
」「
見
当
識
」
を
含
む
認
知
の

障
害
や「
人
格
変
化
」な
ど
を
伴
っ

た
症
候
群
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

早
期
発
見
・
治
療
に
よ
っ
て
予

防
が
可
能
な
状
況
も
あ
り
『
キ
ュ

ア
（
治
療
）
よ
り
も
ケ
ア
（
介
護
）

が
重
要
で
、
ケ
ア
の
原
則
は
認
知

症
に
な
ら
れ
た
方
の
身
に
な
り
、

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
叱
ら
ず
、
自
尊
心
を
傷
つ

け
ず
、
説
得
よ
り
も
納
得
の
ケ
ア

を
心
が
け
る
」
と
い
う
話
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
私
も
、
母
の
介

護
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は「
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
」

（
３
月
26
日
、
庁
舎
３
階
会
議
室
）
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